
沙流川平取地区水害タイムライン第３回検討会
資料２

タイムライン素案とタイムライン素案と
本日のワークショップの進め方
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沙流川平取地区水害タイムライン（素案）

【なにを】これまでの検討結果 ＋ 各機関提供の防災計画の項目(一部)

【い つ】これまでの検討結果 ⇒ 意思決定Ｇの切替タイミングで再整理

【だれが】これまでの検討結果 ＋ 計画記載の機関 ※●のみの暫定
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沙流川平取地区水害タイムライン（素案）

【なにを】これまでの検討結果 ＋ 各機関提供の防災計画の項目(一部)

・これまで整理して頂いた行動を「行動細目」、その目的を「行動項目」としています。
・複数のグループから同じ項目が挙げられている場合はひとつに統合しています。
・黄色は、「防災計画」等から新たに追記した項目で、主体やタイミングの検討が必要な項目です。
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情報収集
・連絡

防災体制
の構築

人員派遣
・機関連携

水防活動
・応急対策

ダムによる
洪水調整

交通規制
・運行調整

避難情報の
発令・周知

避難支援
退避

避難所運営
被災者支援

災害発生時
の救助救出

-58 《タイムライン立ち上げ》
台風が本州に接近

-37 《事前準備》
台風説明会【-37】
大雨・洪水注意報【-34】
町内で降雨開始【-26】
警報予告【-22】

-12 《早期警戒①》
大雨・洪水警報【-12】
町災害対策本部設置【-12】
水防団待機水位超過【-10】
避難準備情報（内水）【-10】

-9 《早期警戒②》
氾濫注意水位超過【-9】
避難勧告（内水）【-9】

-7 《警戒行動①》
町内で内水氾濫【-7】
避難指示（内水）【-7】
避難準備情報（外水）【-7】

-5 《警戒行動②》

防災対応
体制の構築

ダムによる

洪水調整の

避難に関す
る情報の
発令と周知

避難所の開
設・運営
（外水）

避難に関す
る情報の
発令と周知
（内水）

住民の

住民等の
避難対応
（内水）

水防活動・

避難所の開
設・運営
（内水）水防活動の

準備

防災施設・
防災資機材
の点検準備

情報収集と
関係機関へ
の連絡

-5 《警戒行動②》
氾濫警戒情報【-5】
※3h後に危険水位超過の予測により
避難勧告（外水）【-5】
避難指示（外水）【-4】

-3 《緊急対応①》
避難判断水位超過【-3】

-2 《緊急対応②》
氾濫危険水位超過【-2】
計画高水位超過【-1】
台風が管内に上陸【-1】

0 《応急対応》
沙流川右岸で決壊【0】
氾濫発生情報【0】
大雨警報解除【2】
洪水警報解除【8】

12 《復旧対応》
浸水面積が最大に【12】

48 《災害終息》
復旧工事が完了【48】 事後検証

応援の受け
入れ準備・
対応

被災者
支援活動

現場対応者
の退避避難に関す

る情報
の周知

避難所の
運営

人員派遣・
連携体制
の構築

交通規制・
交通機関
運行の判断
と対応

準備・実施
発令と周知
（外水）

住民の
避難対応

水防活動・
内水氾濫に
対する
応急対策

応急・復旧
対策

被害情報の
収集と
記録・報告

災害発生時
の救助・救
出活動

災害発生時
の救助・救
出活動
（内水）

住民避難の完了目標

現場対応者の完了目標
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沙流川平取地区水害タイムライン（素案）

【い つ】これまでの検討結果 ⇒ 意思決定Ｇの切替タイミングで再整理

・災害シナリオの状況やシナリオに基づいて発表される防災情報を記載しています。
・第２回で意思決定Ｇにおいて検討された避難勧告等の発令情報を追記しています（内水・外水）。
・関係機関が一斉に行動を切り替える「１１」のタイミングで分けています。
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沙流川平取地区水害タイムライン（素案）

【だれが】これまでの検討結果 ＋ 計画記載の機関 ※●のみの暫定

・これまでに各グループで整理して頂いた行動の実施機関や計画にあった機関に●を付けています。
・行動細目を横に見ていくと、あるタイミングで同じ防災行動をする機関がわかるようになっています。
・今後は、行動達成のために「指示する機関」「実行する機関」「支援する機関」に分けていきます。
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本日のワーキング （意思決定グループ以外）

①行動細目の抜け・漏れの確認と追加（文言の精査も）

②行動完了までに必要な「所要時間」の記入と実施時期の精査

③各細目に対する「行動主体」や「連携先」等の検討と記入
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行動主体等の印の凡例

◎その行動の意思決定事項を伝達・指示する機関

〇その行動を実施する主体機関

△その行動の主体機関を支援する機関

本日のワーキング （意思決定グループ）

①堤防決壊時以降の意思決定事項の検討

②関係機関が一斉に行動を切り替えるタイミングの設定

③各細目に対する「行動主体」や「連携先」等の検討と記入
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行動主体等の印の凡例

◎その行動の意思決定事項を伝達・指示する機関

〇その行動を実施する主体機関

△その行動の主体機関を支援する機関



ワーキング・ルール

■まずはグループリーダーを決めてください。

・グループリーダーは、グループ討議の進行と発表を行っていただきます。

■はじめはテーブルファシリテーターが進行します。

・各グループに世話役として、検討内容を熟知したテーブルファシリテーター
が入ります。が入ります。

・各グループに合わせた進め方は各ファシリから説明します。

■終了10分前にアナウンスしますので、発表の準備を開始し
てください。

■グループの進捗に合わせ、適宜休憩をとってください。
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グループワーク終了の目安時間は 16:10 です。

グループワークを始めてください。

①行動細目の抜け・漏れの確認と追加（文言の精査も）

②行動完了までに必要な「所要時間」の記入と実施時期の精査

③各細目に対する「行動主体」や「連携先」等の検討と記入
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③各細目に対する「行動主体」や「連携先」等の検討と記入

行動主体等の印の凡例

◎その行動の意思決定事項を伝達・指示する機関

〇その行動を実施する主体機関

△その行動の主体機関を支援する機関



終了10分前です。

グループ発表は以下のことをお願いします。

■ 素案から大きく変わった点

■ 防災対応上で問題になった点

■ さらなる検討を要する点

（他グループの機関と調整が必要な点など）
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各グループから５分程度で発表をお願いします。

■ 素案から大きく変わった点

■ 防災対応上で問題になった点■ 防災対応上で問題になった点

■ さらなる検討を要する点
（他グループの機関と調整が必要な点など）
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さいごに

■【参考資料３】の振り返りシートのご記入を
お願いします。

■ ご記入後は、名札とともに、各テーブルの
ファシリテータにお渡しください。
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